
・
篆
刻
の
学
習

Ｕ
書
と
篆
刻

　
収
順
、
耽
耐
、
欧
叛
、
は
ん
こ
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
実
用
印
に
対
し
て
、
芸
術
と

し
て
行
う
篆
刻
で
は
、
印
あ
る
い
は
雅
印
と
呼
ん
で
そ
れ
ら
と
区
別
す
る
。

　
篆
刻
は
、
書
と
共
通
点
が
多
い
。
文
字
を
素
材
と
し
て
、
印
刀
で
（
筆
で
）
、
印
材

に
（
紙
に
）
、
刻
る
（
書
く
）
と
い
う
類
似
の
活
動
に
よ
っ
て
、
造
形
と
線
の
美
を
追
求

す
る
。
普
通
、
篆
書
が
用
い
ら
れ
る
が
、
1
6
ペ
ー
ジ
上
の
印
例
の
よ
う
に
、
そ
の
他

の
書
体
や
仮
名
な
ど
で
も
行
わ
れ
る
。

　
印
は
、
書
画
に
押
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
印
瀋
に
押
し
た
印
影
に
よ
っ
て
印
材

と
と
も
に
鑑
賞
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
る
。
印
蔓
を
ま
と
め
て
製
本
し
た
も
の
を
印
譜

と
い
う
。

書
や
絵
の
作
品
に
筆
者
の
証
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
落
款
印
と
い
う
。

｢漢委奴国王｣印

　
石
や
木
な
ど
の
印
材
に
「
篆
書
を
書
い
て
こ

れ
を
刻
す
」
こ
と
を
篆
刻
と
い
う
。

　
中
国
で
は
、
古
く
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
印
を

官
位
の
象
徴
と
し
て
用
い
て
き
た
。
上
の
「
漢

委
奴
国
王
」
印
は
そ
れ
を
物
語
る
遺
品
で
、
今
、

会
社
や
官
庁
で
使
っ
て
い
る
実
用
印
も
、
そ
の

伝
統
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
一
方
、

芸
術
と
し
て
の
篆
刻
は
、
明
時
代
か
ら
発
達
し
、

書
の
Ｔ
分
野
と
し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

筆
者
の
証
と
し
て
の
役
割
り
だ
け
で
は
な
く
、
白
と
黒
の
世
界
に
朱
が
加
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
独
特
の
美
的
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
落
款
印
は
、
書
の
作
品

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
漢
字
の
書
に
は
、
署
名
の
下
ま
た
は
横
に
印
を
二
顧
（
印
を
数
え
る
単
位
）
押
す

の
が
正
式
で
、
一
顧
だ
け
に
し
た
り
、
署
名
を
せ
ず
に
印
だ
け
に
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
。
二
顧
押
す
場
合
は
、
姓
名
印
、
雅
号
印
の
順
に
す
る
。
姓
名
印
は
白
文

（
陰
刻
）
、
雅
号
印
は
朱
文
（
陽
刻
）
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
作
品
の
右
肩
に
引
首
印
を
押
す
こ
と
も
あ
る
。
引
首
印
は
長
方
形
の
も
の
が
多
く
、

雅
語
を
白
文
ま
た
は
朱
文
に
す
る
。

　
仮
名
の
書
に
は
、
落
款
印
を
一
顧
だ
け
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
引
首
印
は

用
い
な
い
。
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引
首
印
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名
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号
印
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篆
刻
の
用
具
・
用
材
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①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
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や
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Ｉ
し

Ｉ

㎜
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④

㎜

Ｓ

､J「

　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
　
　
し
ｔ

ｌ
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①
墨
、
朱
墨

‐
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③
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肩
一
印
茶
（
緑
茶
）

　
篆
刻
で
は
、
小
篆
や
印
篆
を
よ
く
用
い
る
。
印
篆
は
、
満
代
の
印
に

用
い
ら
れ
た
印
専
用
の
篆
書
で
、
膠
篆
と
も
い
う
。
も
と
も
と
小
篆
を

四
角
の
印
に
合
う
よ
う
に
工
夫
し
た
も
の
で
、
満
代
の
隷
書
の
影
響
を

受
け
て
、
点
画
が
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

　奮之
示恵

亀宋 小篆
崩

し4jz!帛 印篆

　
　
　
い
ん
こ
う

一
】
Ｊ
印
稿
の
例

知智

鰐妙 小篆
翻贈 印篆

松
本
美
保
（
白
文
）
　
上
野
剛
印
（
白
文
）

美
保
之
印
（
末
文
）
　
剛
印
（
末
文
）

郎和
(1)

哨嘸 小篆
剛睡 印篆

　
姓
名
印
は
、
多
く
は
白

文
で
刻
ら
れ
る
。

②
　
白
文
は
線
を
太
め
に
し
、

　
朱
文
は
線
を
細
め
に
す
る
。

③
　
二
文
字
の
場
合
、
左
右

　
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、

　
印
面
い
っ
ぱ
い
に
構
成
す

　
る
よ
う
に
す
る
。

㈲
　
名
前
の
あ
と
に
「
印
」

　
「
之
印
」
「
之
章
」
「
印
信
」

　
な
ど
の
文
字
を
加
え
る
こ

　
と
も
あ
る
。

１３

ｊ
ｊ
一
審
⑦
－

－
－
－
‐
。
ヽ
Ｊ
ｌ
ｊ
ご
、
万
‘

②
硯
（
二
面
）

③
印
床
（
篆
刻
台
）
　
④
印
材

⑤
小
筆
（
二
本
）
　
⑥
印
刀

　
　
　
　
　
　
　
い
ん
で
い
　
　
　
い
ん
く

⑦
ブ
ラ
シ
　
⑧
印
泥
　
⑨
印
矩

　
右
記
の
ほ
か
に
、
印
面
を
平
ら
に
す
る
た
め

の
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
（
荒
目
と
細
目
）
、
半
紙
、

（
兼
毫
・
中
鋒
筆
　
3
4
Ｘ
6
3
ｍ
）
　
　
字
典
、
鏡
、
ガ
ラ
ス
板
を
用
意
す
る
と
よ
い
。
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鮭
る
手
順

１

　
　
開
始

印
面
を
整
え
る

　
　
　
　
　
せ
ん
ふ
ん

２
　
遺
文
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　　　　検2

　　　　字l

小
篆
を
用
い
る
か

印
篆
を
用
い
る
か

諸＝ミー-‾.s'ﾆΞF

３
印
稿
を
つ
く
る

………聯置一一 1 - l

　 　 　 　 　 一 一
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　　　　　 - 一 一　 　 　 　 　 - 一 一

４
布
字
（
字
入
れ
）

　
　
　
　
皿
皿

　
　
印
稿
通
り
に

　
　
で
き
て
い
る
か

　 　 　 　 　 ㎜ ㎜ 　 ㎜ ㎜　 　 　 　 　 一 一 　 一 一
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‥ 　 　 一 一 　 - 一 一

篆
刻
の
た
め
の
用
具
・
用
材
や
字
典
な
ど
が
そ
ろ
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
確
か
め
る
。

ガ
ラ
ス
板
か
堅
く
て
平
ら
な
台
の
上
に
サ
ン
ド
・
ペ

ー
パ
ー
を
置
き
、
用
意
し
た
印
材
の
印
面
を
平
ら
に

す
る
。

印
面
が
平
ら
に
な
っ
た
ら
、
墨
を
塗
っ
て
お
く
。

こ
の
と
き
、
印
刀
も
砥
石
で
研
い
で
お
く
。

刻
り
た
い
語
句
を
決
め
、
篆
書
字
典
で
字
形
を
調
べ

て
書
き
出
す
。

（
こ
こ
で
は
「
知
子
」
と
刻
る
こ
と
に
す
る
。
）

小
篆
な
ら
小
篆
、
印
篆
な
ら
印
篆
ど
う
し
を
組
み
合

わ
せ
て
用
い
る
よ
う
に
し
、
半
紙
に
草
稿
を
作
っ
て

み
る
。

白
文
（
陰
刻
）
に
す
る
か
朱
文
（
陽
刻
）
に
す
る
か

を
決
め
、
朱
と
墨
で
、
印
面
と
同
寸
の
印
稿
（
印
の

下
書
き
）
を
入
念
に
作
り
上
げ
る
。

印
稿
を
見
な
が
ら
、
印
面
に
、
裏
返
し
に
見
た
形
を
、

朱
と
墨
で
書
き
入
れ
る
。
透
明
な
紙
に
写
し
と
っ
て

裏
返
し
に
見
て
書
い
て
も
よ
い
。

（
白
文
、
朱
文
と
も
に
墨
を
塗
っ
た
印
面
に
、
文
字
は

朱
で
書
い
て
い
き
、
墨
で
修
正
す
る
。
）

と
き
ど
き
、
印
面
を
鏡
に
写
し
て
、
正
し
く
布
字
で

き
た
か
ど
う
か
確
か
め
る
。

①工

.ﾀ

②

1
。
t
y
l

パ

聊
’

ぺ

・ . J i l i - ･ ･ ･ . 1 1 1 1 1 .

1 1 ■ J ■ ■ ■ ■ ･ ･ ･ ・ ・ ・

㎜ ㎜ ■ ■

　 　 － j －

　 ・ 　 ’ ･ t ＝

　 ■ ● ･ 　 ● ･ M

.　 僣 句 　 j ･ ･

% 心
k = ゝ

一
一

.=Jj°‾

Ｊ

〈
印
稿
と
そ
の
布
字
の
例
〉

　
（
白
文
）
　
美
保

（
朱
文
）
　
美
保

に
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６
　
押
印
・
補
刀

　　　　　　７

　　　　　　日］y

l｛験-‥一　　

剛

一｡｡……ヤ，
←1　呂=　　　　　　　　　　　ﾖｰΞ=　　’r’｡。。-　　に

　　　　　　押

　　　　　　す

終
了

運
刀
法
に
は
、
刀
を
手
前
に
引
い
て
刻
る
「
引
き
刀
」

と
、
手
前
か
ら
向
こ
う
に
押
し
て
割
る
「
押
し
刀
」

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
引
き
刀
」
を
使
っ
て
説
明

す
る
。

白
文
は
、
ま
ず
、
線
の
右
側
か
ら
印
刀
を
入
れ
、
下
方

に
向
か
っ
て
引
き
刀
で
割
る
。
次
に
、
印
面
を
1
8
0
度

回
転
さ
せ
て
、
反
対
側
を
同
じ
よ
う
に
引
き
刀
で
割

り
、
線
を
白
ぬ
き
に
す
る
。

朱
文
は
、
線
の
左
側
か
ら
刀
を
入
れ
、
白
文
と
同
じ

要
領
で
反
対
側
に
移
り
、
線
を
残
し
て
割
る
。

割
る
時
は
、
ま
ず
刃
先
を
石
に
く
い
込
ま
せ
、
そ
の

ま
ま
手
前
に
線
を
引
い
て
く
る
気
持
ち
で
割
り
進
め

る
。
線
の
左
側
が
バ
リ
バ
リ
と
欠
け
て
い
く
ぐ
ら
い
　
　
一

に
力
強
く
連
句
す
る
乃
が
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

１

１

１
を
Ｆ
｀
　
ｓ
ｌ
　
Ｊ
ｔ

ガ
ラ
ス
販
に
Ｔ
組
を
数
戌
敷
き
、
そ
カ
ト
て
押
す
。

刻
り
方
の
不
卜
分
な
箇
所
が
あ
れ
ば
補
修
し
、
不
要

な
刻
り
残
し
が
あ
れ
ば
除
去
す
る
。

印
瀋
に
押
印
し
て
、
完
成
。

後
片
付
け
を
す
る
。

印
藻
を
展
示
し
て
鑑
賞
す
る
。
ま
た
、
製
本
し
て
印

譜
を
作
り
、
互
い
に
交
換
す
る
。
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文
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書
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学
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べ
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１
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ｙ

　
　
　
　
　
　
｀
、
．
　
ａ
一
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ド
　
　
　
こ
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恥
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レ
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そ
レ
よ
カ
ラ
ン
カ
ト

其
顛
（
嘉
）
。

　
　
　
と
ウ
　
　
　
　
　
　
　
こ
う

Ｔ
・
〕
貞
。
帚
（
婦
）
緋

　ふ■■収‾
←

V:

１

庚

兜

豹

｀巾

哭
貞
。

〔
…
〕
雨
帝
〔
・
：
〕

不
我
〔
…
〕
。

→

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
４
１
１
　
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
ア

ム

レ
原
潜
」

＼

。

私
二
犬
Ｊ

ｆ

白
（

其
菰
（
？
）
。

緋
田
〔
…
〕

貞
。
帚
（
婦
）

　
　
　
ニ
う
ら
な
エ
リ
　
カ

〔
・
：
〕
卯
ト
。
出

泰代の銅の権=分銅

　
篆
書
は
、
漢
字
の
五
書
体
の
う
ち
で
も
っ
と

も
原
初
的
な
書
体
で
あ
る
。

　
象
形
的
な
要
素
を
保
っ
て
い
て
、
複
雑
で
構

造
的
な
点
画
と
造
形
に
は
、
他
の
書
体
に
な
い

独
特
の
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
。
代
表
的
な
遺
品

を
鑑
賞
し
、
臨
書
し
て
、
篆
書
の
用
筆
、
運
筆

と
造
形
の
基
礎
を
身
に
つ
け
よ
う
。

Ｊ
さ
ま
ざ
ま
な
篆
書

　
漢
字
の
も
っ
と
も
古
い
状
態
を
伝
え
て
い
る
の

は
、
紀
元
前
十
四
世
紀
か
ら
紀
元
前
十
一
世
紀
ご

ろ
に
か
け
て
の
殷
の
甲
骨
文
で
あ
る
。
亀
の
甲
や

獣
の
骨
に
刻
ま
れ
た
文
字
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

亀
甲
獣
骨
文
、
ま
た
は
契
文
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
主
に
占
い
に
関
す
る
記
録
で
、
時
期
に

よ
っ
て
字
形
や
書
風
に
変
化
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　
殷
の
王
朝
、
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
周
の
王
朝
で

は
、
祭
祀
の
た
め
の
銅
器
の
鋳
造
が
盛
ん
で
あ
っ



　
　
き
人
ぶ
ん
　
い
人

②
全
文
　
殷

-

劃
暦
ｉ

Ｉ

戟
乍
（
作
）
二
父
丁
大
賞
陣
（
尊
）
彝
｝

　
　
　
そ
は
く
し
よ

③
楚
帛
書
　
戦
国

S
i
‘
:
|

S
I

（
縮
小
）

（
部
分
・
や
や
拡
大
）

し
ざ
馨
（
｛
七
大
｝

｀
」
・
ご
。
｀ 」
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Ｉ
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）

た
が
、
こ
れ
ら
の
古
銅
器
に
施
さ
れ
た
銘
文
（
金

文
、
ま
た
は
鐘
鼎
文
と
呼
ば
れ
る
。
）
も
、
古
代
漢

字
の
姿
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

金
文
の
多
く
は
鋳
込
ま
れ
た
筆
跡
で
あ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
刃
物
で
刻
さ
れ
た
甲
骨
文
と
は
か
な
り

趣
が
違
っ
て
い
る
。

　
甲
骨
文
・
金
文
に
続
く
も
の
に
、
周
王
朝
の
末

期
の
、
い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
の
石
刻
文
字
（
石
鼓

文
な
ど
）
や
布
帛
に
筆
写
さ
れ
た
文
書
（
楚
帛
書
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
戦
国
時
代
に
は
、
刀

剣
に
よ
る
銅
器
の
銘
文
や
、
竹
筒
に
書
か
れ
た
肉

筆
文
字
な
ど
も
あ
っ
て
、
書
風
も
多
様
で
あ
る
。

　
紀
元
前
三
世
紀
、
秦
の
始
皇
帝
は
天
下
を
統
一

す
る
と
、
文
字
に
も
統
制
を
加
え
、
後
に
小
篆
ま

た
は
秦
篆
と
呼
ば
れ
る
公
定
の
書
体
を
確
立
し
た
。

当
時
の
石
刻
文
字
や
度
量
衡
の
器
物
の
剣
文
な
ど

に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
の
満
代
の
器
物
の
銘
文
や
印
章
な
ど
に
見
ら

れ
る
も
の
を
含
め
て
、
甲
骨
文
以
降
の
一
連
の
古

い
書
体
の
こ
と
を
篆
書
と
呼
ん
で
い
る
。
篆
書
と

は
、
隷
書
以
前
の
あ
ら
ゆ
る
古
い
文
字
の
書
体
の

総
称
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
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